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第 23 期通常総会議事録 
 

1. 日時及び場所 

日時 2026 年（令和 8 年）6 月 27 日（土） 16 時 00 分〜16 時 50 分 

場所 オンライン開催（参加 URL：https://x.gd/OvVmX） 

 

2. 正会員総数及び出席者数 

正会員総数 14 名 

出席者数 12 名 （内訳：本人出席 6 名、委任状出席 6 名） 

 

3. 審議事項 

第一号議案 2025 年度事業報告並びに活動計算書承認の件 

第二号議案 2026 年度事業計画及び活動予算案決定の件 

第三号議案 短期借入金最高限度額承認の件 

第四号議案 役員選出の件 

第五号議案 その他（意見交換） 

 

4. 議事の経過の概要及び議決の結果 

定刻に司会の中坊事務局長が開会を宣し、本総会が定款の定める定足数を満たし有効に成立している旨を

報告した。 

議長の選任 

事務局より、議長に薬師堂謙一理事長を選任する旨の提案があり、異議なく承認された。 

 

第一号議案 2025 年度事業報告並びに活動計算書承認の件 

議長の求めにより、事務局より議案書に沿って説明があった。その中で、薪販売が過去最高の売上（約

2,242 万円）を記録し収支が改善したこと、豚糞ペレット実証事業が目標を達成し完了したこと等の報告

があった。議長が意見を求めたところ、出席者から以下の質疑応答があった。 

 梶原氏より、活動日誌の一部がアルファベット表記（秘匿）されている点について、透明性の観点か

ら改善要望が出された。事務局および永利理事より、営利事業における営業秘密（取引先情報等）

保護の観点から伏せ字としている旨の説明があったが、今後の開示範囲については検討を継続す

ることとなった。 

 永利理事より「薪活イベント」チラシ内の誓約書文言の修正指摘があり、事務局が了承した。 

議長が出席者に本議案について承認を諮ったところ、賛成多数により、原案通り承認可決された。 

 

第二号議案 2026 年度の事業計画及び活動予算案決定の件 

議長の求めにより、事務局より議案書に沿って説明があった。2026 年度の計画として、エネルギー価格

高騰への対応として薪の増産体制構築（助成金活用検討）、バイオ液肥の普及、草原保全の環境価値ク

レジット化等の計画が発表された。議長が意見を求めたところ、出席者から以下の質疑応答があった。 

 梶原氏より、累積赤字の解消時期について質問があった。理事長より、西原商店とのメタン事業によ

るコンサル収入や、来年度に予定している薪の販売価格改定等により、来年度中に大幅な収支改善

を見込んでいる旨の回答があった。 

 事務局より提示予算案に一部誤り（薪売上の過少計上等）があったため、修正版を後日送付する旨

の報告があった 

議長が出席者に本議案について承認を諮ったところ、全員一致（賛成多数）により、原案通り（後日の修

正報告を前提として）承認可決された 

 

第四号議案 役員選出の件 

議長の求めにより、事務局より議案書に沿って説明があった。任期満了に伴う役員改選について、事務

局より理事 5 名（薬師堂謙一、西原茂雄、松村孝明、永利智子、中坊真）および監事 1 名（宮本孝志）の

再任案が提示された。議長が意見を求めたところ、出席者から以下の意見があった。 
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 梶原氏が自らを理事候補とすることを希望した。事務局は、梶原氏が 2023 年度まで理事であった

時点から、過去 6 年間の理事会出席実績がないことを理由に梶原氏を推薦しなかった経緯を説明

した。梶原氏より過去の活動報告や事務局の対応について異議が出され、質疑が紛糾したが、他出

席者より議事進行の要請があり、採決が行われた。 

議長が出席者に本議案について承認を諮ったところ、事務局提示の再任案が賛成多数により承認可決さ

れ、梶原氏を理事とする案は否決された。 

 

第五号議案 その他（意見交換） 

特段の事項はなく、閉会した。 

 

5. 議事録署名人の選任に関する事項 

議事録署名人として、松村孝明氏および永利智子氏を選任する旨の提案があり、異議なく承認された。 

 

上記の決議を明確にする為、議長及び議事録署名人において次に記名押印する。 

 

2026 年 6 月 27 日 

   

 

    特定非営利活動法人 九州バイオマスフォーラム 

 

 

議    長     理事長  薬師堂 謙一  

 

 

議事録署名人  理  事  松村 孝明  

 

 

議事録署名人  理  事  永利 智子  

 


